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大阪・関西万博に
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（公財）但馬ふるさとづくり協会

特 集

隠れた逸品 Ippin隠れた逸品 Ippin
地域と人を結ぶ地域と人を結ぶ
日本酒ショコラ - 仙櫻 -日本酒ショコラ - 仙櫻 -
お届け！職レポ隊お届け！職レポ隊
約 50 年の歴史を100 年先へつなぐ約 50 年の歴史を100 年先へつなぐ
スッポンとチョウザメ養殖 スッポンとチョウザメ養殖 
裏路地探険裏路地探険
床瀬のそばの里を歩く／豊岡市竹野町床瀬のそばの里を歩く／豊岡市竹野町 椒椒

はじかみはじかみ

（床瀬） （床瀬） 
手で生み出す つくりて手で生み出す つくりて
誰かに贈りたくなる 世界にひとつの食器誰かに贈りたくなる 世界にひとつの食器





M a t u y a m a ' s  M e m o r i e s

Ａ：お気に入りスポットのひとつである城山園地からの諸寄の景色。
天気のいい日は海がとてもきれいに見える。
B：卵、小麦、乳製品不使用で作った酒種酵母の米粉パン。オンラ
インで米粉パン教室も開催している。

Vol.23Vol.23  松山ゆかり松山ゆかりさんさん　塁　塁さんさん  
  ゆるりと〜 yururi& 〜  ゆるりと〜 yururi& 〜

酒種酵母の米粉パン、自家焙煎珈琲酒種酵母の米粉パン、自家焙煎珈琲
[SNS] Instagram：@yururito_and[SNS] Instagram：@yururito_and

　[問] E-mail：yururito2024@gmail.com　[問] E-mail：yururito2024@gmail.com

Matuyam
a's Voice

自然が身近にあるところで暮らしながら子育てや
自給自足率を向上させたいと思っており、移住を
検討していました。何ヶ所か訪問する中で、母の
出身地である新温泉町を訪れてみて「ここがい
い」と夫婦共々思い、神戸から移住しました。
現在はオンラインにて自家焙煎珈琲豆の販売を
したり、イベント出店をして珈琲や米粉パン、米粉
のお菓子の販売をしています。その他、野菜作り、
稲作、狩猟、鹿の解体などをしています。

周囲の方々が優しいところです。畑や田んぼも周
囲の方に協力していただきました。また、自分た
ちの事業に対しても応援してくれています。
他にも海も山もあり、自然の中でのんびりできる
ところが気に入っています。疲れがたまっていると
きなどは、温泉に入ってゆっくりしています。

通りすがりにみなさんが挨拶してくれるところで
す。特に高校生がしっかり挨拶してくれ、びっくり
しました。いろいろな方が「これいるか〜」と野菜
や魚のお裾分けをしてくれます。海鮮もお肉も野
菜もお米もおいしいです!

諸寄海岸です。波の音や綺麗な海に癒されます。
城山園地からみる諸寄は絶景です。

自給自足率を向上させながら、気軽に遊びに来
られる場所を作ったり、自分たちで育てたお米で
パンやお菓子を作れたらと思っています。

住  活
- J YU K ATSU -

但 馬 で 暮 ら す 移 住 者 の 方 に
地 域 で の 活 動 に つ いて お 話 を 聞 き ま し た 。

●たじま暮らしに関するお問合せ先 >>「たじま暮らしサポート BASE」   TEL.0796-24-2246

たじまUIターン情報サイト
「ひょうご北部で暮らす」  
 https://tajimalife.jp/

Voice
01

Voice
02

Voice
03

Voice
04

Voice
05

A B

01. 現在の活動　02.住んでいるまちの良い所　03.たじま暮らしで印象に残っているエピソード　
04. お気に入りの場所　05.「今後このまちでこんなことしたい」など一言メッセージをどうぞ！

神戸から新温泉町へ I ターン
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但馬の未来をデザインする

T A J I M A
D E S I G N

新温泉町 商工観光課
新温泉町　観光 検 索

第37回

浜坂みなと浜坂みなと浜坂みなと浜坂みなとカニ祭りカニ祭りカニ祭りカニ祭り ※時間は変更になる場合があります。
　最新の情報は、浜坂観光協会ホームページをご覧ください▶
※時間は変更になる場合があります。
　最新の情報は、浜坂観光協会ホームページをご覧ください▶

令和6年

11月16日 土
午前9時～午後12時30分午前9時～午後12時30分午前9時～午後12時30分
（第２セリ場販売：午前8時～）（第２セリ場販売：午前8時～）（第２セリ場販売：午前8時～）

場所：新温泉町芦屋 浜坂漁港セリ市場場所：新温泉町芦屋 浜坂漁港セリ市場

　

来
年
４
月
に
開
幕
す
る
大
阪
・
関
西

万
博
。
国
内
外
の
人
が
大
阪
府
に
訪
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
兵
庫
県
内
に
人

を
呼
び
込
む
流
れ
を
作
ろ
う
と
、
県
が
力

を
入
れ
て
い
る
の
が「
ひ
ょ
う
ご
フ
ィ
ー
ル
ド

パ
ビ
リ
オ
ン
」
と
い
う
取
り
組
み
だ
。

　

県
全
体
を
パ
ビ
リ
オ
ン（
展
示
館
）に
見

立
て
、
地
域
の
産
業
や
文
化
等
の
活
動
現
場

を
見
て
、
学
び
、
体
験
し
て
も
ら
い
、そ
の
魅

力
に
触
れ
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
。
県
内
に

は
２
３
０
件
も
の
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
認
定

さ
れ
て
お
り
、
全
域
を
活
か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
な
っ
て
い
る
。
但
馬
県
民
局
エ
リ
ア
か
ら

は
、
雄
大
な
自
然
や
温
泉
、
食
文
化
、
地
場

産
業
な
ど
の
特
色
を
活
か
し
た
39
件
も
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
認
定
さ
れ（
２
０
２
４
年
９
月
時

点
）、
各
ス
ポ
ッ
ト
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
者（
プ

レ
イ
ヤ
ー
）達
の
熱
気
が
高
ま
って
き
て
い
る
。

　
「
県
内
の
県
民
局
別
で
言
う
と
ト
ッ
プ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
数
で
す
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知

ら
な
い
但
馬
の
魅
力
や
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ

を
再
発
見
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
観
光
で
来

ら
れ
る
方
だ
け
で
な
く
、
ぜ
ひ
地
域
の
み
な

さ
ん
に
も
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
は
、

兵
庫
県
但
馬
県
民
局
で
地
域
振
興
を
担

当
す
る
衣
川
勇
さ
ん
。
地
域
の
人
々
も
体

２
０
２
５
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
に
向
け
た
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ひ
ょ
う
ご
フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ビ
リ
オ
ン

験
し
発
信
す
る
こ
と
で「
地
域
愛
と
地
元
へ

の
誇
り
が
育
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
考
え
て
い

る
そ
う
だ
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
も
特
に
持
続
可
能

性
の
高
い
取
り
組
み
で
、
県
の
五
国
の
特

徴
を
体
感
で
き
る
も
の
が
「
プ
レ
ミ
ア
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
る
。

　

県
内
９
件
の
う
ち
但
馬
地
域
で
は『
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
「
湯
が
き
体

験
」』、『
野
生
復
帰
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
教

え
る
地
域
環
境
づ
く
り
』、『
知
り
た
い
、

食
べ
た
い
、
触
れ
て
み
た
い
！
黒
毛
和
牛
の

ル
ー
ツ
・
但
馬
牛
』の
３
件
が
地
域
の
核
と

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
。

　

但
馬
牛
の
プ
レ
ミ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体

験
場
所
と
な
っ
て
い
る
新
温
泉
町
の
県
立

但
馬
牧
場
公
園
に
は
、「
ひ
ょ
う
ご
フ
ィ
ー

ル
ド
パ
ビ
リ
オ
ン
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
に
選
ば
れ

て
い
る
注
目
の
人
物
が
い
る
。

　

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
は
県
内
で
３
人
。
そ
の
中

の
１
人
と
し
て
県
か
ら
任
命
さ
れ
た
、
同

公
園
の
但
馬
牛
博
物
館
副
館
長
・
野
田

昌
伸
さ
ん
に
話
を
聞
い
て
み
た
。

来て、見て、学べる

新しい体験

 特集・タジマデザイン

但馬各地

県
全

域
が

ひとつの

大
き

な展示館に

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
体
験

湯村温泉の「湯がき体験」では
荒湯で温泉たまごを作る。

やぶ市竹灯りプロジェクト。 神鍋高原まるごとアクティビティ体験。 小型船で巡る海の観光遊覧。
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手作りの但馬牛のかぶりもの
を身につけ、楽しく分かりやす
く説明をしてくれる野田さん。ぼ
んやりとしか知らなかった但馬
牛の知識がどんどんクリアに
なっていくのを実感し、但馬牛
への親近感が湧いてくる。

但
馬
牧
場
公
園
で
は
神
戸

ビ
ー
フ
レ
ベ
ル
の
但
馬
牛
が

手
軽
に
味
わ
え
る
。

神戸ビーフの素牛で、全国の黒毛和牛の99.9 パーセントが但馬
牛にルーツを持つと言われている。

T A J I M A
D E S I G N 但

馬
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
物
語
を
伝
え
る
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
使
命

但馬牧場公園但馬牧場公園
但馬牛博物館 副館長但馬牛博物館 副館長

野田  昌伸さん野田  昌伸さん

牛について聞かれたら
即答することが

私のポリシーです！
なんでも聞いてください！

　
「
正
し
い
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
私

の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
の
使
命
で
す
。
そ

の
た
め
な
ら
ど
こ
へ
で
も
行
き
ま
す
よ
」
と

熱
く
語
る
の
は
、
新
温
泉
町
の
農
家
で
但

馬
牛
と
一
緒
に
生
ま
れ
育
っ
た
と
い
う
野
田

さ
ん
。
牛
の
診
療
で
我
が
家
に
来
て
く
れ

て
い
た
獣
医
師
に
憧
れ
、
獣
医
学
部
に
進

学
し
、
そ
の
後
、
県
内
の
畜
産
試
験
場
で

但
馬
牛
の
育
種
改
良
、
飼
養
管
理
技
術

の
研
究
員
と
し
て
長
年
勤
務
し
た
。
現
在

は
但
馬
牛
博
物
館
の
副
館
長
と
し
て
但

馬
牛
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
昔
か
ら
牛
が
大
好
き
な
牛
飼
い
小
僧
で

し
た
。
牛
の
こ
と
な
ら
何
で
も
答
え
ら
れ
る

の
が
私
の
強
み
で
す
。
肉
の
質
や
血
筋
の
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
毛
並
み
を
見
れ
ば
体
調

も
分
か
る
し
、
但
馬
牛
の
名
前
を
聞
け
ば
、

昔
の
牛
で
も
ど
ん
な
特
徴
の
牛
だ
っ
た
の
か

即
答
で
き
ま
す
」
と
、
野
田
さ
ん
は
話
す
。

続
け
て「
牛
の
気
持
ち
に
な
る
の
が
得
意
な

の
で
、
放
牧
場
か
ら
逃
げ
出
し
た
牛
を
探
し

出
す
の
も
自
信
あ
り
ま
す
よ
」
と
笑
っ
た
。

　

県
内
の
農
家
界
隈
で
は
知
ら
な
い
人
が

い
な
い
ほ
ど
有
名
人
の
野
田
さ
ん
は
、
牛
に

つ
い
て
相
談
さ
れ
た
時
は
難
し
い
言
葉
を

使
わ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
と
い
う
。

取
材
で
但
馬
牛
の
説
明
を
た
っ
ぷ
り
聞
か

せ
て
も
ら
っ
た
が
、
確
か
に
野
田
さ
ん
の
言

葉
は
頭
に
ス
ッ
と
入
っ
て
き
て
分
か
り
や
す

い
。
こ
の
話
術
も
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
選
ば
れ

た
理
由
の
ひ
と
つ
な
の
だ
ろ
う
。

　

話
を
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
実
感
す
る
但

馬
牛
の
凄
さ
。
神
戸
ビ
ー
フ
は
世
界
で
も

人
気
だ
が
、
但
馬
牛
は
神
戸
ビ
ー
フ
の
素

牛
。
せ
っ
か
く
な
ら
「
但
馬
牛
」
の
名
前
を

世
界
に
発
信
し
た
く
な
っ
て
く
る
。
し
か

し
、
逆
に
そ
の
認
知
度
を
利
用
す
る
べ
き

だ
と
野
田
さ
ん
は
教
え
て
く
れ
た
。

　
「
神
戸
ビ
ー
フ
の
海
外
で
の
人
気
は
も
は

や
追
い
抜
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
、
私
の
使
命
で
あ
る『
正
し
い
情

報
を
発
信
す
る
』こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

但
馬
牛
、
神
戸
ビ
ー
フ
は
真
の
ブ
ラ
ン
ド
品

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
真
の
ブ
ラ
ン
ド
品
に

は
、
必
ず
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
物
語
が
あ
り
ま

す
。
先
人
た
ち
が
長
い
歴
史
と
伝
統
の
中

で
脈
々
と
育
ん
で
き
た
血
統
や
飼
育
方
法
、

そ
の
中
か
ら
生
産
さ
れ
て
き
た
牛
た
ち
…

そ
の
物
語
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」。

　

何
百
年
以
上
に
も
渡
っ
て
紡
が
れ
た
但

馬
牛
の
歴
史
と
物
語
は
、
真
似
を
し
て
急

に
作
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
世
界
に
誇
れ

る
宝
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
に
自
信
を
も
っ
て

ほ
し
い
と
、
野
田
さ
ん
は
話
す
。
但
馬
牛

の
壮
大
な
物
語
と
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
熱
量

を
、
ぜ
ひ
現
地
で
堪
能
し
て
み
て
ほ
し
い
。

ひょうごフィールドパビリオンアンバサダー
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［所］兵庫県美方郡新温泉町丹土1033 兵庫県立但馬牧
場公園  ［問］0796-92-2641（電話で予約／木休園日・祝
日の場合は翌日）

PICKUP

知りたい、食べたい、触れてみたい！
黒毛和牛のルーツ・但馬牛

03

プ
レ
ミ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

但
馬
ら
し
さ
が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
た
プ
レ
ミ
ア
体
験
を
ご
紹
介
！

5ページで紹介した但馬牛の凄さを実感するならこ
のプログラム。地域の人々にとって家族同然に大切
に取り扱われてきた但馬牛の歴史や血統について
はもちろん、牛の自然放牧によって守られている生
物や農村環境の関係性など、但馬牛について幅広く
学ぶことができる。園内で暮らす但馬牛との触れあ
い体験もあり！ 

［所］兵庫県美方郡新温泉町湯 湯村温泉
［問］0796-92-2000（湯村温泉観光協会）

PICKUP

自然エネルギーを活用した
「湯がき体験」

02

98℃の高温泉が毎分470リットル湧き出ている湯村温
泉。1200 年前の開湯以来、入浴だけでなく山菜などを
湯につけて調理する「湯がき」が行われてきた。温泉を
使った洗濯や高温泉を活用した旅館の暖房など、暮ら
しに根付いた温泉文化を体感できるプログラムだ。源
泉が湧出する「荒湯」での湯がき体験や、町全体で活用
している取り組みのガイドなどを受けることができる。

［所］兵庫県豊岡市祥雲寺128 兵庫県立コウノトリの郷公園
［料］無料　［問］0796-23-5666（電話で予約）

PICKUP

野生復帰したコウノトリが教える
地域環境づくり

01

コウノトリの野生復帰の取り組みが行われている豊岡
市。2005 年の放鳥から今では県外にも飛来し繁殖地
を日本各地に広げ、日常に溶け込んでいるコウノトリだ
がその道のりは大変なものだった。このプログラムで
は、豊岡の地形とコウノトリの生態の関係性や絶滅か
ら野生復帰に至る物語、人もコウノトリも住みやすいま
ちづくりの取り組みを知ることができる。

（右）オプションで 但馬牛の
食べ比べや、但馬牛のロー
ストビーフ作り体験もできる

（要電話確認） 。
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T A J I M A
D E S I G N

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
は
、
プ
レ
ミ
ア
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
よ
う
に
長
い
歴
史
を
持
つ
文
化

を
体
験
す
る
も
の
や
、
そ
の
地
域
の
顔
と

も
言
え
る
ほ
ど
定
番
と
な
っ
て
い
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
選
ば
れ
て
い
る
が
、
新
た
な
コ
ン
テ

ン
ツ
も
増
え
て
き
て
い
る
。
演
劇
や
サ
イ
ク

リ
ン
グ
、
苔
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、
農

業
体
験
な
ど
が
登
場
し
、
地
域
の
新
た
な

コ
ン
テ
ン
ツ
や
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
増
え
て
い
る
こ

と
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
る
。

　
「
人
を
呼
び
込
む
観
光
と
い
う
目
線
も

大
切
で
す
が
、
地
域
の
産
業
や
文
化
を
未

来
へ
ど
う
残
し
て
い
く
か
、
地
域
づ
く
り
の

ヒ
ン
ト
と
な
る
取
り
組
み
だ
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
、
但
馬
県
民
局
の
衣
川
さ
ん
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ビ
リ
オ
ン
で
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
っ
て
い
る
「
持
続
可
能
」
な
地
域
づ
く

り
。
ま
ず
は
自
分
た
ち
の
地
域
へ
目
を
む

け
る
こ
と
が
大
切
だ
が
、
で
は
ど
う
や
っ
て

持
続
さ
せ
て
い
く
の
か
。一
連
の
取
り
組
み

の
中
で
、
あ
る
可
能
性
を
見
つ
け
た
と
衣

川
さ
ん
は
語
る
。

　
「
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
対
象
と
し
た
研
修
が

年
に
数
回
開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

人
と
人
が
繋
が
れ
ば
い
ろ
ん
な
課
題
が
解

決
す
る
の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
」。
研
修
の

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
は
但
馬
の
課
題
と
し
て
、

人
と
人
を
繋
ぐ
き
っ
か
け
づ
く
り
で

地
域
の
未
来
を
紡
ぐ
新
た
な
可
能
性

交
通
の
不
便
さ
、
認
知
度
の
低
さ
、
人
材

不
足
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
難
し
さ
や
ノ

ウ
ハ
ウ
不
足
な
ど
が
あ
が
っ
て
い
た
。

　
「
特
に
人
材
不
足
や
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
な

ど
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
同
士
が
連
携
し
情
報

共
有
し
た
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
助
け

合
え
る
繋
が
り
を
つ
く
る
こ
と
で
ク
リ
ア
で

き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
同
士
を
か
け
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り

新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
や
、
人
の
流
れ
を
作
り

出
す
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
ま
し
た
」。

　

実
際
に
淡
路
地
域
で
は
、フ
ィ
ー
ル
ド
パ

ビ
リ
オ
ン
を
き
っ
か
け
に
民
間
の
企
業
や

団
体
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
足
し
た
そ

う
だ
。
万
博
が
終
わ
っ
て
も
続
け
て
い
け

る
仕
組
み
と
、
連
携
を
深
め
て
い
く
き
っ
か

け
を
創
る
の
が
事
務
局
と
し
て
の
役
目
だ

と
話
す
。

　

但
馬
の
魅
力
を
発
信
す
る
だ
け
で
な

く
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
へ
の
新

た
な
可
能
性
を
見
出
す
場
に
も
な
っ
て

い
る
「
ひ
ょ
う
ご
フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ビ
リ
オ
ン
」

の
取
り
組
み
。
兵
庫
県
全
体
が一
体
と
な

り
、
未
来
へ
向
け
た
地
域
づ
く
り
が
動
き

出
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

て
、
新
し
い
発
見
を
し
て
み
て
ほ
し
い
。

どんなプログラムがあるのかはこちらからチェック。モ
デルコースやアンバサダーの紹介、体験記事など
フィールドパビリオンについて詳しく知ることができる。
https://expo2025-hyogo-fieldpavilion.jp/

ひょうごフィールドパビリオンひょうごフィールドパビリオン
INFOMATION

兵庫県但馬県民局兵庫県但馬県民局
地域振興課 地域振興課 

多自然地域づくり専門官多自然地域づくり専門官
衣川  勇さん衣川  勇さん

朝 来 市 の「Asago で 暮 ら す 旅 ～
Travel like you live here ～」。古民
家を再利用した宿泊施設に滞在し、
E-Bike で地域の人 を々訪ね、田舎暮
らしを味わうプログラム。 

【1】兵庫五国苔リトリートツアー
【2】にっこり体験（収穫体験+
農業体験）

【3】「北但大震災からの100 年」
をめぐる復興まち歩き

12

3

但馬ならではの
プログラムが増えています！

ぜひ地域の宝を
見つけてくださいね

7
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山陰海岸ジオパーク
推進協議会
事務局

日本海形成に伴う多様な地形・地質・風土と人々の暮らし日本海形成に伴う多様な地形・地質・風土と人々の暮らし日本海形成に伴う多様な地形・地質・風土と人々の暮らし
山陰海岸ユネスコ世界ジオパーク

兵庫県豊岡市幸町 7-11
☎0796-26-3783

　

養
父
市
大
屋
町
に
は
、
樹
齢
千
年
以
上
の

「
樽
見
の
大
桜
」に
ち
な
ん
だ
銘
酒「
仙
櫻
」

が
存
在
す
る
。
も
と
も
と
地
域
お
こ
し
の

た
め
に
作
ら
れ
た
こ
の
お
酒
を
使
用
し
て

日
本
酒
シ
ョ
コ
ラ -

仙
櫻-

を
作
る
の
は

「le fleuve

（
ル
・
フ
ル
ー
ヴ
）
」
代
表
の

上
垣
河こ

う
だ
い大
さ
ん
だ
。
10
代
の
頃
か
ら
家
業

で
あ
る
農
業
に
関
わ
り
、
そ
の
大
変
さ
を
実

感
し
て
き
た
上
垣
さ
ん
。
あ
え
て
コ
ス
ト

の
か
か
る
店
舗
は
持
た
ず
、
素
材
と
向
き
合

い
、
そ
の
美
味
し
さ
と
素
晴
ら
し
さ
を
丁
寧

に
お
菓
子
へ
と
紡
い
で
き
た
。

　
「
仙
櫻
」
は
、
氷
ノ
山
か
ら
流
れ
る
清
ら

か
な
水
と
大
屋
地
域
の
無
農
薬
米
を
使
用

vol.46

le fleuve（ル・フルーヴ）のお菓子は、東京・大阪といった百貨店への出品が主。NIKKEI 新聞 全国日本酒
ショコラランキング 3位を受賞した日本酒ショコラ- 仙櫻 - には、口直し用の四角いシンプルなショコラが
付き、それぞれの食感や香りの出方を楽しめる。そのほか商品の購入は、HPのお問合せフォームまで。
工房で直接商品の受け取りも可能（要問い合わせ）。SNSではイベント出店のお知らせも行っている。

し
、
明
延
鉱
山
の
坑
道
跡
で
約
半
年
間
熟
成

さ
せ
た
地
酒
だ
。
そ
の「
仙
櫻
」と
酒
粕
ペ
ー

ス
ト
を
ガ
ナ
ッ
シ
ュ
に
練
り
込
み
、
薄
い

ド
ー
ム
型
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
膜
で
包
ん

だ
こ
の
日
本
酒
シ
ョ
コ
ラ
。
表
面
に
は
斑

点
模
様
が
浮
か
び
、
地
酒
の
水
面
の
輝
き
を

連
想
さ
せ
る
。

　

口
に
含
む
と
華
や
か
な
日
本
酒
の
香
り

が
優
し
く
広
が
り
、
そ
れ
を
追
う
よ
う
に
酒

粕
の
風
味
が
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

最
後
は
ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ
コ
の
ま
ろ
や
か
な

甘
み
が
広
が
り
、
ス
ッ
と
溶
け
て
、
地
酒
の

余
韻
を
よ
り
感
じ
ら
れ
る
。

　
「『
仙
櫻
』
は
年
間
で
大
・
小
2
0
0
0

本
し
か
作
ら
れ
な
い
お
酒
で
す
。
お
酒
だ
と

届
け
る
人
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
し
て
よ
り
多
く
の
人
に

お
酒
の
味
や
養
父
市
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」と
上
垣
さ
ん
。

　

工
房
で
は
香
料
や
保
存
料
な
ど
を
使
用

し
な
い
た
め
、
日
本
酒
の
繊
細
な
風
味
を
い

か
に
引
き
出
す
か
に
こ
だ
わ
っ
た
。
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
と
お
酒
と
の
配
合
具
合
の
調
整
が

難
し
く
、
何
度
も
改
良
を
重
ね
た
と
い
う
。

　

手
に
し
た
お
客
さ
ん
か
ら
は
地
酒
も
飲

み
た
く
な
っ
た
と
、
お
菓
子
を
超
え
た
う
れ

し
い
反
響
も
あ
っ
た
。
確
か
な
味
は
、
大
切

な
人
へ
の
贈
り
物
に
も
ぴ
っ
た
り
だ
。　

Ippin
但馬
の隠れた逸品

｜　 le fleuve（ル・フルーヴ）　日本酒ショコラ -仙
せんさくら

櫻-　　｜

地域と人を結ぶ
後世に残したい名品

it
ad
ak
im
as

u

■le fleuve（ル・フルーヴ） 【養父市】
［所］兵庫県養父市大屋町蔵垣９４７
 ［休］不定休　［時］10 時〜18時    

［E-mail］ info@koudaiuegaki.com 
［HP］https://www.koudaiuegaki.com/
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香
美
町
小
代
区
で
昭
和
51
年
か
ら
は
じ

ま
っ
た
ス
ッ
ポ
ン
養
殖
。
チ
ョ
ウ
ザ
メ
養

殖
と
と
も
に
特
産
化
に
成
功
し
た
が
、
後
継

者
不
足
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

を
事
業
承
継
で
解
決
し
た
の
が
、
20
代
の
若

者
が
立
ち
上
げ
た「
月
と
す
っ
ぽ
ん
」だ
。

　
「
ス
ッ
ポ
ン
養
殖
を
始
め
た
い
と
勉
強

し
て
い
る
う
ち
に
小
代
の
存
在
を
知
り
ま

し
た
。
見
学
の
際
、
体
力
の
限
界
を
感
じ

て
い
た
と
い
う
増
田
時
雄
さ
ん
か
ら『
本

気
で
や
っ
て
く
れ
る
人
に
譲
り
た
い
』
と

言
わ
れ
、
承
継
を
決
意
し
た
ん
で
す
」。

　

そ
う
話
す
の
は
鳥
取
県
出
身
で
同
社
取

締
役
の
安
藤
優
汰
さ
ん
。
幼
な
じ
み
の
北

浦
雄
亮
さ
ん
と
共
に
会
社
を
立
ち
上
げ
、

後
に
大
学
の
後
輩
で
あ
る
小
林
憲け

ん
し
ん伸
さ
ん

も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
加
わ
っ
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
皆
20
代
と
若
く
、
80
歳
を

迎
え
た
増
田
さ
ん
と
の
年
齢
差
に
驚
か
さ

れ
る
が「
自
分
た
ち
の
意
見
を
尊
重
し
、
何

事
に
も
挑
戦
さ
せ
て
く
れ
る
良
き
師
匠
」

と
、
世
代
を
超
え
た
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
。

　

受
け
継
い
で
い
る
の
は「
生
き
物
を
殺

さ
な
い
た
め
の
基
本
」だ
と
安
藤
さ
ん
。

　
「
増
田
さ
ん
は『
失
敗
を
重
ね
て
今
が
あ

る
』と
繰
り
返
し
教
え
て
く
れ
ま
す
。
昔
は

手
探
り
で
水
質
管
理
や
環
境
づ
く
り
を
進

め
た
た
め
に
多
く
を
死
な
せ
て
し
ま
っ
た

が
、
そ
れ
を
糧
に
改
善
を
重
ね
て
今
の
小

代
の
養
殖
が
で
き
上
が
っ
た
。
自
分
た
ち

は
そ
の
積
み
重
ね
た
技
術
を
承
継
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
と
て
も
大
き
な

宝
で
す
」と
言
葉
に
力
を
込
め
る
。

　
「
後
継
者
不
足
に
よ
る
廃
業
は
全
国
的
に

も
大
き
な
問
題
で
す
が
、
自
分
た
ち
の
よ

う
に
第
三
者
に
よ
る
承
継
で
あ
っ
て
も
成

功
で
き
る
こ
と
を
見
て
い
て
く
だ
さ
い
」。

　

そ
の
言
葉
を
裏
付
け
る
よ
う
に
取
引
先

は
順
調
に
拡
大
。
承
継
当
初
は
ゼ
ロ
だ
っ

た
取
引
先
も
、
今
や
近
く
の
旅
館
な
ど
は

も
ち
ろ
ん
、
京
都
の
料
亭
や
ミ
シ
ュ
ラ
ン

掲
載
店
ま
で
に
大
き
く
広
が
っ
た
。

　
「
日
本
一
の
養
殖
場
に
し
、
小
代
の
ス
ッ

ポ
ン
養
殖
の
歴
史
を
次
の
100
年
先
へ
と
受

け
継
い
で
い
き
た
い
」と
語
る
安
藤
さ
ん
。

　

彼
ら
の
熱
意
と
挑
戦
は
、
き
っ
と
明
る

い
未
来
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

約
50
年
の
歴
史
を
100
年
先
へ
つ
な
ぐ
。第
三
者
に
よ
る
事
業
承
継

■株式会社 月とすっぽん
［所］兵庫県美方郡香美町小代区神水744-1　［問］090-9417-5577
20 代の若者が80 代のベテランからスッポンとチョウザメの養殖を事業承継。
ふ化、養殖、販売など一手に行っている。　https://tsuki-to-suppon.jp/

〜但馬が誇る企業の現場に密着〜

vol.23

真剣な表情でチョウザメ水槽を見つめる増田さん（右）と安藤さん（左）。
事業承継前は増田さんがほぼ一人で養殖作業全般を担っていた。
長年小代のスッポン・チョウザメ養殖を支え続けた立役者だ。

温泉水とビニールハウスを利用しているため
出荷期間も短期間で、なおかつ通年出荷で
きるのが強みだと安藤さん。
ふ化した稚亀はビニールハウスで大きく育
て、出荷前に水槽に移される。

栄養満点の排水を活用し、アクアポニッ
クスを試験中。

餌を食べる
稚亀たち。
取引先が求める品質により
餌の配合を変えるという。

卵をふ化させる
ふ化場は

増田さんお手製！

一棟につき
1,000 匹ほどの

スッポンが
育っている



豊岡市竹野
町椒

はじかみ

（床
と こ せ

瀬）

理
研
究
家
の
土
井
勝
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
い
な
が
ら
開
発
し
た
。
当
初
は

公
民
館
で
週
末
の
み
、そ
ば
を
振
る
舞
っ
て

い
た
そ
う
だ
。
今
で
は
４
軒
の
そ
ば
店
が
あ

り
、
お
昼
時
に
は
訪
問
客
で
賑
わ
う
。

　

公
民
館
か
ら
集
落
内
へ
と
進
む
。
三
椒

川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
間
近
に
感
じ
ら
れ
る
道

を
歩
く
と
、
蔵
を
持
つ
民
家
が
多
く
見
ら

れ
、
屋
根
に
越
屋
根
が
つ
い
た
家
も
発
見

し
た
。
こ
れ
は
抜ば

っ
き気

と
呼
ば
れ
る
換
気
装

置
で
、
養
蚕
住
宅
な
ら
で
は
の
特
徴
だ
。

　
「
養
蚕
は
昭
和
30
年
後
半
か
ら
40
年
半

ば
頃
ま
で
盛
ん
で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
家
が

カ
イ
コ
を
飼
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
尊そ

ん
ぶ
つ仏

さ
ん

か
ら
岩
の
欠
片
を
持
ち
帰
っ
て
祀
っ
て
い
ま

し
た
ね
。
ネ
ズ
ミ
か
ら
守
っ
て
も
ら
え
る
と

か
で
」。
尊
仏
さ
ん
と
は
集
落
か
ら
少
し
離

れ
た
山
中
に
あ
る
「
狗く

る
そ
ん
ぶ
つ

留
尊
仏
」
の
こ
と

だ
。
高
さ
約
20
メ
ー
ト
ル
、
幅
５
メ
ー
ト
ル

の
円
錐
状
の
巨
岩
で
、
縁
結
び
の
神
、
安

産
の
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
以
降
、
養
蚕
が
盛
ん
に
な
る
と
養

蚕
の
神
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
少
し
欠
い
た
岩
の
こ
と
を
「
お
猫

さ
ん
」
と
呼
ん
で
家
へ
持
ち
帰
り
、
蚕
室

に
祀
る
と
ネ
ズ
ミ
除
け
に
な
る
と
さ
れ
た
。

養
蚕
が
終
わ
る
と
石
を
戻
し
、
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
て
い
た
そ
う
だ
。

　

毎
年
４
月
に
開
催
さ
れ
、
地
域
が
賑
わ

う
「
狗
留
尊
仏
ま
つ
り
」
は
昔
か
ら
あ
っ
た

も
の
の
、一
時
途
絶
え
て
い
た
の
だ
と
か
。

　

豊
岡
市
竹
野
町
。
国
道
１
７
８
号
の
バ

イ
パ
ス
か
ら
側
道
に
入
り
、
森
本
の
交
差

点
で
竹
野
海
岸
と
は
反
対
の
方
向
へ
と
進

ん
で
い
く
。
三さ

ん
し
ょ
う椒

川
に
沿
っ
た
県
道
を
進

む
と
、
竹
野
町
椒

は
じ
か
みの

シ
ン
ボ
ル「
お
ま
き

桜
」
が
迎
え
て
く
れ
る
。
お
ま
き
桜
を
過

ぎ
る
と
、目
的
地
ま
で
は
あ
と
少
し
。
の
ど

か
な
山
間
の
道
沿
い
に
床
瀬
の
集
落
が
見

え
て
く
る
。

　
「
床
瀬
」
と
聞
い
て
思
い
浮
か
べ
る
の
は

や
は
り
「
床
瀬
の
そ
ば
」
だ
ろ
う
。
但
馬
で

の
田
舎
そ
ば
ブ
ー
ム
の
先
駆
け
的
存
在
で

あ
り
、
京
阪
神
か
ら
も
そ
ば
を
目
当
て
に

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

　
「
昭
和
40
年
代
後
半
頃
、
地
元
の
女
性

た
ち
を
中
心
に
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
そ
ば
を
名
物
に
し
よ
う

と
い
う
流
れ
に
な
っ
た
の
で
す
」
と
は
、
長

年
区
長
を
務
め
て
い
た
河
端
弘こ

う
し仕

さ
ん
。

　

雪
深
い
床
瀬
で
は
、
冬
に
な
る
と
男
性

の
多
く
が
遠
方
へ
出
稼
ぎ
に
出
て
い
た
と
い

う
。
村
お
こ
し
と
し
て「
地
元
で
も
で
き
る

こ
と
を
」
と
、
行
政
の
協
力
も
あ
り
、
料

床瀬のそばの店床瀬のそばの店
「三椒庵」「三椒庵」

床瀬のそばの店床瀬のそばの店
「谷間そば」「谷間そば」

床瀬のそばの店床瀬のそばの店
「ふる里」「ふる里」

国道178 号国道178 号

県道1 号県道1 号

県道1 号県道1 号

紫陽花橋紫陽花橋

胡桃橋胡桃橋

桜橋桜橋

合歓木橋合歓木橋

中河原橋中河原橋

お堂。お堂。但馬六十六地蔵但馬六十六地蔵
尊霊場の十六番札所。尊霊場の十六番札所。

味わい深い看板を発見。味わい深い看板を発見。

左手に見えるのが公民館。床瀬左手に見えるのが公民館。床瀬
の集落はこの道沿い。の集落はこの道沿い。ここが県ここが県
道ができる前の旧道となる。道ができる前の旧道となる。

このあたりにこのあたりに
発電所があった。発電所があった。

県道を整備した際に県道を整備した際に橋の名前を橋の名前を地域の地域の
人たちと名付けた。椿、合歓木、桜、胡桃人たちと名付けた。椿、合歓木、桜、胡桃
など植物の名前で統一させたという。など植物の名前で統一させたという。

至 竹野海岸至 竹野海岸

狗
留
尊
仏
信
仰
が
息
づ
く

の
ど
か
な
集
落
。

田
舎
そ
ば
ブ
ー
ム
の
先
駆
け

床
瀬
の
そ
ば
の
里
を

ゆ
る
り
と
歩
く
。

10



地
域
住
民
が一
体
と
な
っ
て
復
活
さ
せ
、
昨

年
30
回
目
を
迎
え
た
。

　
「
小
学
校
の
遠
足
で
尊
仏
さ
ん
ま
で

行
っ
て
い
ま
し
た
。
岩
の
真
下
の
水
が
溜

ま
っ
て
い
る
部
分
は
今
よ
り
も
っ
と
深
く

て
、
そ
こ
に
友
人
が
弁
当
箱
を
落
と
し
た

ん
で
す
。
す
る
と
、
別
の
友
人
が
潜
っ
て

取
っ
て
き
て
く
れ
て
。
今
で
も
記
憶
に
残
っ

て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
思
い
出
を
語
る
の

は
、
河
端
さ
ん
の
妻
・
美
根
子
さ
ん
。
美

根
子
さ
ん
も
床
瀬
出
身
。
狗
留
尊
仏
が

床
瀬
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
暮
ら
し
に
根

付
い
た
存
在
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
今
は
雪
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

床
瀬
は
昔
か
ら
雪
深
い
場
所
で
し
た
。
道

も
狭
く
除
雪
車
が
入
ら
な
い
の
で
、
冬
に

な
る
と
出
ら
れ
な
く
な
る
。
10
年
が
か
り

で
大
き
な
道
を
つ
け
ま
し
た
」
と
河
端
さ

ん
。
取
材
で
歩
い
た
公
民
館
前
の
細
い
路

地
は
旧
道
に
な
る
。
確
か
に
細
く
、
車
が

す
れ
違
う
の
も
難
し
い
。
区
長
を
務
め
て

い
た
頃
に
県
道
７
１
２
号
の
整
備
に
尽

力
。
除
雪
車
も
入
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

人
や
車
の
往
来
が
増
え
た
と
い
う
。

　

現
在
は
26
世
帯
が
暮
ら
す
床
瀬
集
落
。

　
「
人
も
家
も
、
昔
に
比
べ
て
少
な
く
な

り
ま
し
た
ね
」
と
少
し
寂
し
そ
う
な
美
根

子
さ
ん
だ
が
、こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
集
落
の

中
に
民
家
と
そ
ば
店
が
立
ち
並
ぶ
様
子

は
、
静
か
で
あ
り
な
が
ら
確
か
な
活
気
が

息
づ
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

旧道から少し開けた場所にあるお堂。夏はお堂の前で盆踊り旧道から少し開けた場所にあるお堂。夏はお堂の前で盆踊り
などを行う。以前は床が敷かれていて、お茶を飲んだりする休などを行う。以前は床が敷かれていて、お茶を飲んだりする休
憩所としても利用されていた。お堂の中にはお地蔵様が佇んで憩所としても利用されていた。お堂の中にはお地蔵様が佇んで
おり、但馬六十六地蔵尊霊場の十六番札所となっている。おり、但馬六十六地蔵尊霊場の十六番札所となっている。

御詠歌の木札が御詠歌の木札が
飾られている。飾られている。

公民館公民館

床瀬のそばの店床瀬のそばの店
「床瀬そば」「床瀬そば」

至 国道178 号至 国道178 号

里山料理「加か成」里山料理「加か成」

狗留尊仏参道入口狗留尊仏参道入口

狗留尊仏狗留尊仏

中河原橋中河原橋

椿橋椿橋

養蚕農家の特徴であ養蚕農家の特徴であ
るる越屋根が見える。越屋根が見える。

（右）床瀬のそばは、つなぎと（右）床瀬のそばは、つなぎと
して床瀬で採れた自然薯を入して床瀬で採れた自然薯を入
れているものが多い。床瀬集れているものが多い。床瀬集
落ののどかな空気と落ののどかな空気と囲炉裏の囲炉裏の
ある古民家の雰囲気がある古民家の雰囲気が相まっ相まっ
て、一段と美味しく感じる。て、一段と美味しく感じる。

（左）橋の上から（左）橋の上から三椒川を望三椒川を望
む。せせらぎが気持ちい。む。せせらぎが気持ちい。

昔はほとんどの家昔はほとんどの家
にカイコを育てるにカイコを育てる
部屋があった。部屋があった。

清水が湧いていた。清水が湧いていた。

旧道旧道

旧道はこのように旧道はこのように
通っていた。通っていた。

旧道旧道

県道712 号県道712 号

至 神鍋高原至 神鍋高原

迫力満点の狗留尊仏。迫力満点の狗留尊仏。
今からおよそ二千万年今からおよそ二千万年
前にできたとされる流紋前にできたとされる流紋
岩。下の清流を産湯に岩。下の清流を産湯に
使ったり、この岩の小片使ったり、この岩の小片
をお守りにすると子どもをお守りにすると子ども
ができるなど女性の参ができるなど女性の参
詣が多かったそうだ。現詣が多かったそうだ。現
在でも子を授かったとお在でも子を授かったとお
礼参りに訪れる人が後礼参りに訪れる人が後
を絶たない 。を絶たない 。

参道入口から歩いて約20 分参道入口から歩いて約20 分
ほどで狗留尊仏へ 到着すほどで狗留尊仏へ 到着す
る。参道の傾斜が急になってる。参道の傾斜が急になって
きた頃に見えてくる狗留尊きた頃に見えてくる狗留尊
仏は神 し々さを感じる。仏は神 し々さを感じる。

狗留尊仏の参道入口の石碑。狗留尊仏の参道入口の石碑。

清水が湧いていた場所。「昔は清水をよく清水が湧いていた場所。「昔は清水をよく
汲みにきていましたね。わさびが採れたこ汲みにきていましたね。わさびが採れたこ
ともあります」と河端さん。ともあります」と河端さん。
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伝
承
の
地
を
訪
ね
て

第42回

再
興
を
誓
う
武
士
の
決
意

「
百も

も

て手
の
儀
式
」 ［
香
美
町
香
住
区
御み

さ

き崎
］

　
　
日
本
海
に
面
し
た
香
美
町
香
住
区
の
御
崎
地
区
。
切
り
立
っ

た
崖
の
先
に
位
置
す
る
こ
の
地
で
は
、
毎
年
1
月
28
日
に
平
家
の

落お
ち
う
ど人

伝
説
に
由
来
す
る
「
百
手
の
儀
式
」
が
行
わ
れ
る
。

　
平
安
末
期
の
元
暦
2
年
（
1
1
8
5
）
に
壇
ノ
浦
で
行
わ
れ
た

源
平
合
戦
。
戦
い
に
敗
れ
て
滅
び
た
と
さ
れ
る
平
氏
だ
が
、
実
は

各
地
に
逃
れ
た
生
き
残
り
が
い
た
と
さ
れ
る
。

　
御
崎
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
、
門

か
ど
わ
き
さ
い
し
ょ
う

脇
宰
相
と
も
呼
ば
れ
た

平た
い
ら
の
の
り
も
り

　

教

盛
、
伊い

が
へ
い
な
い
ざ
え
も
ん
い
え
な
が

賀
平
内
左
衛
門
家
長
、
矢や

び
き
の
ろ
く
ろ
う
え
も
ん

引
六
郎
右
衛
門
ら
7

名
。
当
時
、
御
崎
で
修
業
を
し
て
い
た
僧
侶
に
手
引
き
さ
れ
始
ま
っ

た
生
活
は
ま
さ
に
苦
難
の
連
続
だ
っ
た
。
そ
の
辛
い
日
々
を
支
え
た

の
は
平
家
再
興
へ
の
強
い
決
意
だ
。
武
の
腕
を
落
と
さ
な
い
よ
う

欠
か
さ
な
か
っ
た
鍛
錬
が
儀
式
と
な
り
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。

　
儀
式
当
日
は
、
裃

か
み
し
もに

身
を
包
ん
だ
地
域
の
若
者
が
そ
れ
ぞ
れ

門
脇
、
伊
賀
、
矢
引
の
三
氏
に
扮
し
、
平

へ
い
な
い内

神
社
境
内
の
ご
神
木

に
据
え
た
的
に
向
け
て
1
0
1
本
の
矢
を
射
る
。
的
は
源
氏
に
見

立
て
ら
れ
、
刺
さ
っ
た
矢
は
魔
除
け
に
な
る
そ
う
だ
。

　
他
地
方
で
も
弓
を
引
く
行
事
は
あ
る
が
ほ
と
ん
ど
が
神
事
で
、

こ
の
よ
う
に
決
意
が
行
事
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
珍
し
い
。
時

に
は
吹
雪
に
な
ろ
う
と
も
伝
統
を
絶
や
さ
な
か
っ
た
御
崎
の

人
々
。
8
0
0
年
の
時
を
経
て
も
、
武
士
の
誇
り
は
色
あ
せ
な
い
。

《協力》香美町教育委員会

平内神社で祀られているのは門
脇氏、伊賀氏の霊。伝説を裏付け
るかのように、御崎には門脇家、
伊賀家、矢引家が存在していた。
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つくりて

1 2

の話。

vol.08

但馬から “ て ” で生み出す

子どもの絵を使用したオリジナル転写紙によるポーセラーツ作品。このようなオリジナル転写紙は加工の手間がかかるため、扱う作家は珍しいという。

思わず溢れる

「かわいい！」の声。

誰かに贈りたくなる

世界にひとつの食器。

MODERN GRACE

ポーセラーツ作家
山本 瞳さん

［所］朝来市和田山町竹田 2487 番地 8
　　「ASAGOiNG Garden KOUBA」内「MODERN GRACE」

［Instagram］ @moderngrace_porcelarts

［HP］ https://ameblo.jp/moderngrace/

ポーセラーツで食器などのテーブルウェアやインテリア雑貨を制

作している。2023 年からは工房「MODERN GRACE」を自宅か

らKOUBAへ移し、レッスン、オーダー製作、販売を行う。イベン

トやワークショップの案内はInstagram にて。

　 注意深く転写紙をカットしていく。貼っただけではシールのような
質感が残るが、焼き上がると絵具と器が一体となり印象が変わる。
　 転写紙は店舗内にあるだけでも250 種類以上。磁器は食器からイ
ンテリア雑貨まで幅広く、思い通りの作品を作ることができる。

1

2

　起業や事業の創出を支援する朝来市和田山町

竹田のASAGOiNG Garden KOUBAで、ポー

セラーツサロン「MODERN GRACE」を営んで

いるのは山本瞳さん。ポーセラーツとは、シール

のような転写紙を磁器に貼って焼き付けるクラフ

トです。大阪出身の山本さんは、10 年ほど前に

結婚を機に移住。知り合いのいない新しい土地

で、ふと出会ったのがポーセラーツでした。

　「元々食器やハンドメイドが好きだったので、

存在を知った瞬間、私にぴったりだと感じました。すぐにインストラクターの資格を

取り、夢中でこの世界に飛び込んだのです」。

　世界で一つだけの食器などを作り出せることが魅力のポーセラーツですが、特に

多いのはギフト需要だといいます。オーダーの相談があると、まず最初はデザイン

決め。「受け取る人の好みだけでなく、依頼者が本当に伝えたい気持ちを会話しなが

ら引き出します。誰かのことを思ってデザインするので、物の先にある“相手のことを

好きなんだな”という気持ちを大切にしたいですね」と山本さん。完成品を渡して終

わりではなく、受け取った人は依頼者とどういう会話をして、どんな時間を過ごすか

を想像しながら形にしていきます。以前は「お客さんは食器が好きだからサロンに来

てくれる」と思っていたそうですが、贈りたい人の多さからそれだけではないという

ことを実感。ポーセラーツを通して、人間の面白さを感じる日々だといいます。

　「でき上がった作品を見た瞬間、『かわいい！』と声が出ないお客さんはいません」

と山本さんは笑います。今後は子どもの作品や大切な写真をモチーフにした作品づ

くりにも力を入れたいと考えています。

　「扱っている磁器は丈夫で壊れにくく、食洗機にも対応しています。ぜひ日常使い

してください」。かわいいだけじゃなく大切な思いが込められた食器たち。毎日の食

卓に、少し「特別」を加えてみてはいかがでしょうか。
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【料金例 （豊岡市の場合）】 但馬－大阪（伊丹）片道料金

4,750円〜セイバー
なら

9,250円〜が

なら

7,132円〜が 2,632円〜往復セイバー
※2024.6.20 現在の料金です

但馬ー大阪（伊丹）

▼最短35分

しあわせを運ぶコウノトリ舞う但馬
コウノトリ但馬空港から

HAPPY FLIGHT!

コウノトリ
但馬空港

但馬空港推進協議会 〒668-0045 豊岡市城南町 23-6 TEL.0796-24-2245

但馬ー大阪（伊丹）間

最短 35 分！

但馬ー東京（羽田）間

最短約2時間！
【大阪（伊丹）乗継】

大阪（伊丹）空港で乗り継げば
全国へひとっとび！

Point 1

速い 大阪・東京はこんなに近い

東京だけじゃない！Point 2

便利 大阪（伊丹）で乗り継いで全国各地へ

Point 3

お得 運賃助成でさらにお得

▼最短約2時間

但馬から大阪（伊丹）乗り継ぎで全国各地へ行けるからとっても便利！

但馬ー大阪（伊丹）ー東京（羽田）

運賃助成でお得に利用できます！
但馬在住・在勤の方はもちろん、但馬出身者（その家族も含む）等も

市町から運賃助成が受けられます。

助成後
料金

助成後
料金

早期予約がとってもお得！

運賃助成について
詳しくはコチラ

飛行機に乗ったことが
ない方はコチラ

詳細は

こちら
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●イベントなどの情報は2024年9月現在のものです。　●開催日など諸事情により変更、中止される場合があります。  
●但馬の主なイベントを掲載しています。　●開催状況については各問合せ先までご確認ください。

2024 OSJ KAMI 100
11月2日(土)〜4日(月・休)
香美町ハチ北高原周辺

（問）ハチ北観光協会
TEL.0796-96-0732

やぶ紅葉まつり
11月３日（日・祝）〜24日（日）
養父市養父市場 養父神社
※有料（環境整備協力金）　

（問）同実行委員会
TEL.079-665-0252

あさご元気ふれあい祭り
11月3日（日・祝）
朝来市内

（問）朝来市役所 朝来支所　
TEL.079-677-1165

加陽湿地まつり
11月3日（日・祝）
豊岡市加陽
沖加陽区 下加陽区

（問）コミュニティなかすじ
TEL.0796-23-3746

第52回出石お城まつり
11月3日（日・祝）
9:00〜16:00
豊岡市出石町内
出石振興局周辺

（問）但馬國出石観光協会
TEL.0796-52-4806

おじろマルシェ
11月3日（日・祝）
11：00〜14：00
香美町小代区大谷
おじろスキー場駐車場

（問）香美町小代観光協会
TEL.0796-97-2250

第14回永楽館歌舞伎
11月4日（月・休）〜11日（月）
11：00〜 ※有料
出石永楽館
出石振興局周辺

（問）出石振興局地域振興課
TEL.0796-21-9025

但馬まるごと感動市
11月9日（土）〜10日（日）
朝来市和田山町枚田
イオン和田山店 駐車場

（問）但馬県民局 
豊岡農林水産振興事務所
TEL.0796-26-3690

シイタケ植菌体験
11月10日（日）※有料
新温泉町石橋

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

ハチ北高原紅葉ウォーキング
11月10日(日) 8:30〜12:30
香美町ハチ北高原周辺

（問）香美町村岡観光協会
TEL.0796-94-0123

第37回浜坂みなとカニ祭り
11月16日（土）
新温泉町芦屋 
浜坂漁港せり市場

（問）浜坂観光協会
TEL.0796-82-4580

第34回とよおか津居山港
かにまつり 
11月16日（土）8:30〜12:30
豊岡市瀬戸
但馬漁業協同組合津居山支所

（問）豊岡観光協会
TEL.0796-22-8111

焼きいも、いも煮＆竹工作
11月17日（日）9:00〜
豊岡市竹野町坊岡943
クリーンパーク北但

（問）北但行政事務組合
TEL.0796-21-9110

城崎温泉 かに王国絶叫大会
11月23日（土・祝） 
豊岡市城崎町今津
JR 城崎温泉駅前 

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

秋の収穫祭 道の駅ハチ北
11月23日（土・祝）
香美町村岡区福岡
道の駅ハチ北

（問）道の駅ハチ北
TEL.0796-96-1600

道の駅村岡ファーム
ガーデン「秋の収穫祭」
11月24日（日） 
香美町村岡区大糠
道の駅村岡ファームガーデン

（問）道の駅村岡
ファームガーデン
TEL.0796-98-1129

正月飾りつくり・
オリジナルリース作り
12月1日（日） ※有料
新温泉町石橋

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

有子山城築城450周年
記念シンポジウム
12月1日（日）13:30〜 
豊岡市出石永楽館  ※要申込

（問）出石振興局地域振興課
TEL.0796-52-3111

ゆむら灯火の景
イルミネーション
12月1日（日）〜25日（水） 
新温泉町湯 湯村温泉街

（問）同実行委員会
TEL.0796-82-1152

正月の寄せ植え
12月15日（日） ※有料
新温泉町石橋

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

年越しのそば打ちを楽しもう
12月15日（日）9:00〜
豊岡市竹野町坊岡943
クリーンパーク北但

（問）北但行政事務組合
TEL.0796-21-9110

朝市・感謝デー
12月22日（日）新温泉町石橋

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

かにサンタのクリスマス
プレゼント
12月24日（火）予定
豊岡市城崎町今津
J R城崎温泉駅前広場 

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

ハチ北ニコニコデー
1月中予定 14:00頃〜（予定）
香美町村岡区
ハチ北高原スキー場

（問）ハチ北観光協会
TEL.0796-96-0732

竹田城跡 元旦 特別観覧
1月1日（水・祝）
朝来市和田山町竹田城山
竹田城跡 ※有料

（問）朝来市観光交流課
TEL.079-672-4003

ハチ高原新春花火大会
1月2日（木） 
養父市ハチ高原
ハチ高原交流促進センター付近

（問）ハチ高原観光協会
TEL.079-667-8535

村岡ゑびす祭り
1月9日(木) 〜10日（金）
香美町村岡区村岡
黒野神社境内 西宮神社

（問）香美町村岡観光協会
TEL.0796-94-0123

宵田の十日恵比寿まつり
1月10日（金）
豊岡市日高町宵田 西宮神社

（問）日高神鍋観光協会
TEL.0796-45-0800

二宮神社戎祭
1月12日（日）
朝来市和田山町和田山
二宮神社

（問）同実行委員会
TEL.090-3274-5915 (山本）

鳴滝目指して雪上ハイキング
1月12日（日） ※有料
新温泉町青下地区

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

田ノ口賽の神まつり
(大わらじ･大ぞうり奉納)
1月13日（月・祝）8:00〜12:00
豊岡市日高町田ノ口

（問）日高神鍋観光協会
TEL.0796-45-0800

まいそう祭り1月14日（火）予定
養父市大屋町宮本
御井 ( みい ) 神社

（問）やぶ市観光協会
TEL.079-663-1515

節分のもちつきを楽しもう
1月26日（日）9:00〜
豊岡市竹野町坊岡943
クリーンパーク北但

（問）北但行政事務組合
TEL.0796-21-9110

百手の儀式  1月28日(火）
香美町香住区余部

（御崎地区）平内神社
（問）香美町香住観光協会
TEL.0796-36-1234

ハチ北アルペンスキー大会
2月中予定　9:00〜
香美町村岡区
ハチ北高原スキー場

（問）ハチ北観光協会
TEL.0796-96-0732

かまくら遊び・雪上競技体験
2月8日（土）
新温泉町石橋

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

かんじきハイキング
2月9日（日）※有料
新温泉町海上地区

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

八木西宮ゑびす祭り
2月11日（火・祝）予定 
養父市八鹿町八木
八木西宮ゑびす神社

（問）やぶ市観光協会
TEL.079-663-1515

鉢伏雪まつり 
3月上旬予定 
養父市ハチ高原
ハチ高原スキー場

（問）ハチ高原観光協会
TEL.079-667-8535

竹田城跡 開山イベント
3月1日（土）
朝来市和田山町殿
山城の郷

（問）朝来市観光交流課
TEL.079-672-4003

おじろスキー場雪まつり 

3月2日(日)
香美町小代区大谷
おじろスキー場

（問）おじろスキー場
TEL.0796-97-2717

出石初午大祭
3月14日（金）〜16日（日）
豊岡市出石町 
出石城跡周辺

（問）豊岡市商工会出石支部
TEL.0796-52-2113

かに供養 
3月下旬
豊岡市城崎町
城崎温泉ロープウェイ山頂

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

城崎温泉 夜桜月間
3月下旬〜4月中旬
豊岡市城崎町 城崎温泉街

（木屋町通り〜城崎温泉
ロープウェイ）

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

11 月

12 月

1 月

3月

Event Event CCalendaralendar

2 月

養父市大屋町明延
あけのべ憩いの家ひろば

一円電車体験乗車会
11月3日（日・祝） ※有料

明延鉱山のシンボル。当日乗

車券で、大人・小人ともに何

度でも乗車可能。

（問）あけのべ自然学校
TEL.079-668-0258

香美町香住区若松 
香住漁港西港

香住松葉がにまつり
11月17日（日） 
9：00〜12：30

松葉がにはもちろん、香住ガニな

ど多くの水産物が販売される。

（問）香美町香住観光協会
TEL.0796-36-1234

Pick Pick UUpp
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第20回全国こども絵画
選抜展2024
11月2日（土）〜
12月1日（日） ※有料

あさご芸術の森アート
マーケット2024
11月17日（日）10：00〜15：00

アート2025 干支展「巳」
12月7日（土）〜
1月13日（月・祝） ※有料

（問）あさご芸術の森美術館
（朝来市多 良々木739-3）
休館日：水曜・年末年始

（12/25〜1/5）10：00〜17：00
入館は閉館30分前まで
TEL.079-670-4111

あさご芸術の森美術館

全但バス但馬ドーム

第26回全日本身体障害者
野球選手権大会
11月2日（土）〜3日（日・祝）

但馬ドームオータムフェス
タ＆ロハスパーク豊岡
11月9日（土）〜10日（日）

第35回但馬ドーム杯グラウ
ンド・ゴルフ交流大会
(予選ラウンド) ※有料
11月26日（火）〜27日（水）
(決勝ラウンド)   ※有料
12月12日（木）

第22回NOMOカップ
12月7日（土）〜8日（日）

（問）NOMOベースボールクラブ事務局
TEL.0796-32-3532

第17回但馬ドーム杯
学童軟式野球選手権大会
12月13日（金）〜15日（日）

（問）大会事務局 山田
TEL.090-3280-6801

YONEXソフトテニスクリニック
〜YONEXと部活動〜
1月18日（土）〜19日（日） 
※有料

ソフトボールクリニック
〜走攻守・徹底解剖〜
2月1日（土）〜2日（日）
※有料

第15回但馬ドームCUP
グラウンド・ゴルフ大会
3月8日（土） ※有料

（問）全但バス但馬ドーム
（豊岡市日高町名色88-50）
TEL.0796-45-1900

木の殿堂

第27回森と木のクラフト展
10月12日（土）〜11月17日（日）

井上修治 陶芸展
10月12日（土）〜11月17日（日）

「クリスマス組み木教室」 
上級者 11月9日（土） 
初級者 11月10日（日）
13：00〜16：00
各教室 定員14名 ※有料 

木の殿堂手作り教室・
指導員作品展
11月23日（土・祝）〜
 3月30日（日）

干支組み木教室
上級者 11月23日（土・祝）
初級者 11月24日（日）
13：00〜16：00
各教室 定員14名 ※有料 

ひな人形組み木教室
上級者 11月30日（土）
初級者 12月1日（日）
13：00〜15：30
各教室 定員14名 ※有料 

スノーシューで歩こう
（ビギナーコース）（ビギナーコース）
①1月19日（日） ② 2月2日（日） 
各日10：00〜13：00ごろ
※スノーシューの
レンタル有り（有料） 
（チャレンジコース）（チャレンジコース）
2月23日（日・祝） 
10：00〜15：00ごろ
定員各30名 ※有料

ふれあいの森倶楽部
3月8日（土）
13：00〜16：00ごろ  
定員30名 ※有料   

（問）木の殿堂
（香美町村岡区和池951）
TEL.0796-96-1388

豊岡市立美術館

画家 成田壽郎 回顧展
10月26日（土）〜1月21日（火）
※高校生以上有料

第33回出石高校卒業制作展
1月27日（月）〜2月11日（火・祝）

水彩画教室作品展
2月22日（土）〜3月9日（日）

（問）豊岡市立美術館
ー 伊藤清永記念館 ー

（豊岡市出石町内町98）
9：30〜17：00
入館は閉館30分前まで
TEL.0796-52-5456

豊岡市立歴史博物館

第60回企画展　
但馬山名氏と山名四天王
9月28日(土)〜１月７日(火)
※有料

第61回企画展 ふるさとの
宝ものー新田・中筋・神美
地区の文化遺産ー
１月10日(金)〜４月７日(月)
※有料

（問）豊岡市立歴史博物館
ー 但馬国府・国分寺館 ー

（豊岡市日高町祢布808）
9：00〜17：00
入館は閉館30分前まで
TEL.0796-42-6111

但馬文教府

令和6年度みてやま学園　
「学園祭」
11月7日（木）〜13日（水）
10：00〜 16：00
(初日は13:00から、最終日は
12：00まで）

第49回但馬文学のつどい
11月23日（土・祝）
9：20 〜12：00
場所：但馬文教府ふるさと
交流館 他

（問）但馬県民局
県民躍動室 県民課
TEL.0796-26-3615

第44回ふるさとの心をう
たう但馬合唱祭
11月23日（土・祝）
10：00〜 15：00
場所：豊岡市民会館文化ホール

（問）但馬文教府
（豊岡市妙楽寺41-1）
TEL.0796-22-4407

兎和野高原野外教育センター

親子でミニミニ自然学校
11月9日（土）〜10日（日） 
※有料

ひとあし早いクリスマス
12月7日（土）〜8日（日）
※有料

スノーシューツアー
1月初旬〜3月初旬 ※有料

はじめてのスキー教室
1月19日（日） ※有料

スノーシューハイキング
3月2日（日） ※有料

スノーシューでめざせ！
瀞川山
3月9日（日）  
※有料
※小学4年生以上

（問）兎和野高原野外教育センター
（香美町村岡区宿791-1）
TEL.0796-94-0211 

但馬牧場公園

円山川公苑

Tajima Art・流 Nagare
10月12日（土）〜
1月13日(月・祝)

スケートリンク
オープニングイベント
11月23日（土・祝）
10：00〜18：45 ※有料

ウィンター・アイス
フェスティバル
1月19日（日）
10：00〜18：45 ※有料

（問）県立円山川公苑
（豊岡市小島1163）
TEL.0796-28-3085

南但馬自然学校

開校30周年記念
第２回大人の自然教室

「“つる植物”で作るリース
やかごを自然物で飾ろう」
12月７日（土）
13：00〜15：30 
※保険料100円が必要

開校30周年記念
第2回親子で自然学校
12月14日（土）〜15日（日） 
※有料

開校30周年記念
第3回親子で自然学校
３月８日（土）〜９日（日）
※有料

詳細等はホームページで確認を。

（問）県立南但馬自然学校
（朝来市山東町迫間字原189）
TEL.079-676-4731

渡辺うめ人形特別展
「あぜみちの詩」 
11月3日（日・祝）〜29日（金）
9：00〜17：00
※入館料無料
※最終日のみ12:00まで
※11月12日（火）休館日 

（問）養父市立全天候運動場
（養父市八鹿町国木697-1）
TEL.079-663-2021

養父市立全天候運動場（交流棟）

コウノトリの郷公園

特別企画 
「世界湿地の日パネル展」
1月24日（金）〜2月16日（日）
場所：コウノトリの郷公園内、
コウノトリ文化館

土曜ガイドウォーク
毎週土曜 13：30〜14：30

（問）県立コウノトリの郷公園
（豊岡市祥雲寺128）
TEL.0796-23-5666

●各イベント、教室などには参加費・材料費が必要な場合があります。

　定員数が限られる場合もありますのでご確認ください。
Spot Spot IInformarionnformarion

日本・モンゴル民族博物館

第93回企画展 
「北方ユーラシアの古代
『岩画』１万年の世界〜北斗
七星の大角鹿、龍の起源〜」
９月14日（土）〜12月10日（火）
※有料

ギャラリートーク
「北方ユーラシアの古代
『岩画』を読み解く」
11月24日（日）13：00〜15：00
※先着30名・有料

館蔵品展
「馬頭琴コレクション」
12月14日（土）〜
４月22日（火）
※有料

2025まるごとモンゴル 
ひなまつり
３月１日（土）〜２日（日）

（午前の部） 10：00〜
（午後の部）  13：30〜
※有料

（問）日本・モンゴル民族博物館
（豊岡市但東町中山711）
大人500円  大・高校生300円
小中学生250円　
休館日：水曜
(祝日の場合はその翌日)、
年末年始（12/28〜1/4）
9：30〜17：00
入館は閉館30分前まで
TEL.0796-56-1000

雪玉ストラックアウト
1月26日（日） 10：00〜 
定員30組 ※受付10時〜11時半

牧場公園雪まつり
2月9日（日）
雪玉ストラックアウト
ゲーム 10：00〜
定員30名 ※小学生以下
但馬ビーフの焼き肉を
200円で試食 11：00〜
定員100名 ※先着順整理
券配布10：45〜 ※有料
雪玉コロコロゲーム 
13：00〜
定員30名※小学生以下
※受付12：30〜 ※有料
餅まき 14：00〜※定員多数

みそ仕込み体験
3月23日（日）13：30〜 
定員10組（締切3/16）
※要申込・有料

（問）県立但馬牧場公園
（新温泉町丹土1033）
TEL.0796-92-2641

オータムフェア
11月3日（日・祝）
ストラックアウトゲームと
鼻輪投げ 10：30〜
定員50名 ※小学生以下
秋の味覚 五目おこわを
ふるまい 13：00〜
定員100名 
レザークラフト体験  14：00〜
定員10名 （締切10/27） 
※要申込・有料

まきばの観望会
11月9日（土）17：00〜
定員10組（締切11/2） 
※要申込

そば打ち体験
11月17日（日）10：00〜
定員20名（締切11/10） 
※要3名分以上で申込・有料

ちょっと早めのクリスマス
12月8日（日）
10：00〜、13：30〜
各教室 定員20名（締切12/1）
※保護者同伴

（小人にはプレゼント有）
※要申込・有料

ローストビーフ作り
12月15日（日）10：00〜 
定員8組（締切12/8）  
※要申込・有料

X'masケーキづくり
12月22日（日）
10：00〜、13：30〜
※定員各10ホール分

（締切12/15）
※要申込・有料

スキー教室 
第1回 1月4日（土）
※要申込（締切12/28）
第2回 1月11日（土）
※要申込（締切1/4）
第3回 1月18日（土）
※要申込（締切1/11）
第4回 1月25日（土）
※要申込（締切1/18）
第5回 2月1日（土）
※要申込（締切1/25）
第6回 2月8日（土）
※要申込（締切2/1）
第7回 2月15日（土）
※要申込（締切2/8）
各回10：00〜定員20名
※有料（スキーなど
レンタル料・リフト代別途）

ぜんざいのふるまい
1月5日（日）10：30〜
定員100名 

雪上ゲーム体験
1月19日（日） 10：00〜 
定員30名 
※受付10時〜11時半
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●催し物の料金など詳細は、各ホールへご確認ください。
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おおやホール

第17回落語inおおや!
全国素人名人会 
11月23日（土・祝） 開演14:00 
※有料

ベーゼンドルファー演奏体験 
12月6日（金）〜8日（日）
10:00〜 ※要申込み・有料

和楽器のコンサート（仮） 
1月25日（土）

（問）養父市まちづくり文化交流課
TEL.079-662-0071

（問）養父市大屋地域局
（養父市大屋町山路7）
TEL.079-669-0120

おおやアート村BIG LABO

公募うみテン
〜令和7年3月16日(日)
9:00〜17:00
※各日有料（入場は16：30まで）

収穫祭＆日曜購買部
11月17日（日）10:00〜16:00

日曜購買部
12月15日（日）10:00〜16:00

（問）おおやアート村BIG LABO
（養父市大屋町加保7）
水曜定休 (祝日の場合は翌
日）・年末年始
入館は閉館30分前まで
TEL.079-669-2449

八鹿文化祭
（カラオケのつどい）
11月2日（土） 開演13:30
※入場整理券必要

（作品展示、バザー）
11月2日（土）〜3日（日・祝）
9:00〜18:00
※最終日は16:00まで 

（音楽と芸能の玉手箱、バザー）
11月9日（土） 開演13:30
※バザーは9：00〜16：00まで

YBファブやがいアート展2024
11月2日（土）〜24日（日）

（問）養父市まちづくり文化交流課
TEL.079-662-0071

ＹＢファブ 映画まつり 2024
11月30日（土）〜12月1日(日) 
※高校生以上有料

第21回記念公演
せきのみや子ども歌舞伎
12月8日（日） 
開演13:30 ※有料

（問）養父市関宮地域局
TEL.079-667-2331

やぶ市民交流広場（YBファブ）豊岡市民プラザ

但馬アートフェスティバル 
11月2日(土) 開演13:00
 ※要整理券

アートスクール
〜劇場を創る舞台技術〜
PART３演劇音響入門講座	
11月4日（月・休）
10:00〜17:00

舞台の原点に挑戦！
戯曲創作ワークショップ 
成果発表	12月8日(日)

第39回プラザ寄席 ふれ愛亭  
1月11日(土)
開演13:30※有料

大駱駝艦・田村一行／
市民舞踏団舞踏公演	
2月9日（日）開演14:00
※有料 高校生以下無料、
要整理券

劇団「演劇 FACTORY」公演
但馬伝説-平家落人綺譚

『海に眠るⅡ』
3月22日（土）〜23日(日)
※有料 高校生以下無料、
要整理券

（問）豊岡市民プラザ
（豊岡市大手町アイティ7F）
TEL.0796-24-3000

城崎国際アートセンター

【地域交流プログラム】
ロームシアター京都
＋市原佐都子「新作」
12月中旬予定
エロワ・オルタンス・ンダ / 
Para-l'Elles『Le Palmier』
12月下旬予定
ボーハールト／ファン・デル・
スホート『How to be healthy 
in a sick world?』
1月下旬予定
日野浩志郎 + 
古舘 健 + 藤田正嘉  +
谷口かんな + 前田剛 史

『PhaseTransition Ⅱ』
2月下旬予定

早川葉南子 + 森下 瑶
『hybrid』 12月下旬予定

KIACコミュニティプログラム
2024３年間の成果発表会(仮）
1月25日（土）

松本奈々子・西本健吾／
チーム・チープロ

『河童のひと Kappa Man』
のための「水辺と変身」をめ
ぐるリサーチプロジェクト 
3月下旬予定

（問）城崎国際アートセンター
（豊岡市城崎町湯島1062）
TEL.0796-32-3888　　　

但馬旅人生活拠点。
学生演劇公演12月下旬 

演劇ファクトリー公演
「但馬伝説」〜落人の里〜 
2月23日（日・祝）
開演14：00 ※有料

夢ホール歌声広場 3月2日（日） 
開演13：00 ※有料

（問）新温泉町温泉公民館
（新温泉町湯990-8）
TEL.0796-92-1870

夢ホール

TOYOOKA MUSIC DAY’24
11月9日（土） 開演17:00
※有料

ケロポンズ ファミリー
コンサート 11月30日（土）
開演14:00  ※有料 

第９回バレンタインピアノ
コンサート ２月9日（日）
①10:00〜、②13:30〜

（問）豊岡市民会館
（豊岡市立野町20-34）
TEL.0796-23-0255

豊岡市民会館

第59回やぶ文化祭
10月18日（金）〜20日（日） 
9:00〜18:00
場所：養父市立養父公民館
※最終日のみ15:00まで

第15回ビバホールチェロ
コンクール第1位受賞記念
泉優志チェロリサイタル
11月24日（日） 開演13:30

やぶeスポーツ王
12月22日（日）開演13:30

ロボカップ2025
兵庫ブロック大会in養父市
12月22日（日）
場所：養父市立養父体育館

音楽探偵バッハの事件簿
3月9日（日） 

（問）養父市立養父公民館
（養父市広谷250）
TEL.079-664-1141

ビバホール

第47回ジョイントコンサート
11月3日（日・祝）開演13:30

しげちゃん一座 
絵本ライブショー
12月22日（日）開演14:00

春一番コンサート2025
3月2日（日）開演13:30

和楽器演奏集団
「独楽（こま）」コンサート
3月15日（土）開演14:00

（問）香住区中央公民館
（香美町香住区香住114-1）
TEL.0796-36-3764

香住区中央公民館

アニソン3ライブ2024
11月17日（日） 開演14：00
場所：生野マインホール
研ナオコ コンサート
12月22日（日）開演14：00
場所：生野マインホール
※各日有料

（問）朝来市芸術文化課
（朝来市和田山町玉置877-1）
TEL.079-672-6114

朝来市文化会館

養父市合唱祭
12月15日（日） 
※要整理券

大阪桐蔭高等学校吹奏楽部
サンタコンサート 2024
12月21日（土） ※有料

（午前の部） 開演12:00〜
（午後の部） 開演15:30〜

八鹿観世能
2月8日（土） 開演14：00

NAGUSAI〜山の上の芸術祭 
in YBファブ〜  
2月15日（土） 

グンゼコレクション浮世絵展
2月15日（土） 〜3月2日（日）
9:00〜17:00 ※月曜日休館

（問）養父市まちづくり
文化交流課
TEL.079-662-0071

通崎睦美 木琴コンサート
with 青柳いづみこ
3月2日（日） 開演14:00
※高校生以上 有料

（問）養父市立やぶ市民交流広場
（養父市八鹿町八鹿538-1）
TEL.079-662-0070
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25名様

但馬検定ミニクイズ
挑戦しよう！腕だめし♪

問題：『職レポ』で紹介した、香美町小代地区で
養殖されている亀のような生き物はなんでしょう？

クイズの答え、郵便番号、住所、名前、フリガナ、電話番号、生年月日、
ご感想をご記入の上、ハガキからの応募は左記の「T2 編集部」宛まで、
ネットからの応募は右記のQRコードから応募ください。 
＊締切は2024 年12月27日（金）必着
当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。
※前号Vol.124の答えは「有子山城」でした。　※賞品画像はイメージです。

クイズに正解された方の中から、抽選で25名様に下記の商品と、「但馬ファンクラブ会員権
（1年）」をプレゼントします。但馬ファンクラブ会員になると、但馬内の200以上の施設で割
引等の特典が受けられます。みなさん奮ってご応募ください。

（※すでに会員の方は、下記商品のみのプレゼントとなりますのでご了承ください。）

夕香楼しょう和 cafeプラージュ 
クッキー詰め合わせ

T2は「但馬（Tajima）」×「但馬人（Tajimajin）」を意味しています。T2は「但馬（Tajima）」×「但馬人（Tajimajin）」を意味しています。
「人と人」、「人と地域」を結びつける情報誌でありたい、そして地域を「人と人」、「人と地域」を結びつける情報誌でありたい、そして地域を
知り先人の生き方に触れることで“ふるさと但馬の確かな未来”を次知り先人の生き方に触れることで“ふるさと但馬の確かな未来”を次
世代に残したい、そんな願いを込めて制作しています。世代に残したい、そんな願いを込めて制作しています。

おたより、クイズの答えなど、
右記までどしどしお寄せください。
記事や広告に関するお問い合わせ
も、上記「T2編集部」まで。

T2編集部の電話番号
（CAMEL株式会社）

TEL : 0796 -24 -6373
FAX  : 0796 -24 -6378

6 6 8 0 0 4 3

兵
庫
県
豊
岡
市

　
　

桜
町
10-
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Ｔ
２
編
集
部
宛

発　行：公益財団法人 但馬ふるさとづくり協会
制　作：CAMEL株式会社

 2024 年10月15日発行 
（次回発行日：2025年2月15日）

●本紙の発行にご協力いただいた各市町、関係各位の皆様に御礼申し上げます。
●本紙掲載の写真・イラスト・記事の無断転載を禁じます。

但馬の情報誌

ヒント
- HINTO -

9 ページを
読んでみよう！
「○○ポン」

＊生年月日等の情報は、プレゼントの「但馬ファンクラブ会員」の登録の際に使用するため、必要な情報となっております。ご了承ください。
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岡
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。
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と
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。
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、

13
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る

「
M
O
D
E
R
N
  
G
R
A
C
E
」

以
外
に
も
、ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
雑
貨
を
扱
う
お
店

や
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
が
あ
り
ま
し

た
。ど
の
お
店
も
素
敵
な
雰
囲
気

で
、お
店
を
見
て
い
る
だ
け
で
も

幸
せ
な
気
持
ち
に
♪
３
店
舗
の

オ
ー
ナ
ー
は
み
な
さ
ん
女
性
で
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
と
て
も
仲
が

良
い
ん
だ
と
か
。K
O
U
B
A
の

出
店
は
5
年
間
と
期
限
が
決
ま
っ

て
い
る
の
で
、独
立

後
ど
の
よ
う
な
店

舗
を
も
た
れ
る
の

か
楽
し
み
で
す
ね
。

住

毎Ｉ

裏 出

梅 毎

グ

有P

お ホ

18
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情
報

誌

香住自動車教習所
普通車・大型車・中型車・準中型車・大型特殊車・限定解除 〒669-6552 兵庫県美方郡香美町香住区加鹿野１

職員募集中

TEL.0120-36-1325

ホームページQRコード

香住自動車教習所

休所日はHPを
ご確認ください

https://kasumi-ds.com/

休所日はHPをご確認ください

お問い合わせ先は
下記まで！
お申し込みは

いつでもOKです！

運転に
自信がなくても
大丈夫♪

一緒に頑張ろう！

免許まで
あと少し！

学科テスト

運転テストに
合格しよう！

運転テスト

初めての運転♪
ルールもしっかり
勉強しよう！

学科・運転

香住の町を
運転するよ♪

学科・運転

スタッフも
応援してるよ

香住自動車教習所キャラクター：
カスミちゃん
香住自動車教習所キャラクター：
カスミちゃん

おめでとう
ございます！
いろんな場所に
お出かけしよう♪

冬休み・春休みの
お問い合わせ&
お申し込み

ただいま受付中！

免許っ
て

免許っ
て

運転運転

LINE公式アカウント開設！
友だち追加はこちらから▶


